
② エネルギーミックスに関する選択肢の提示に向けた基本方針 

  ～エネルギーフロンティアの開拓とエネルギーシステムの改革により原発

へ 

の依存度低減を具体化するとの考え方の下、複数のシナリオを提示する 

 

再生可能エネルギー、化石燃料のクリーン化、省エネ、分散型エネルギ

ーにはエネルギー源の一翼を担いうる潜在力がある。この潜在力を、エネ

ルギーフロンティアの開拓と分散型のエネルギーシステムへの転換により、

極力早期に顕在化することで、原発への依存度低減を具体化する。 

 

他方で、現状ではどのエネルギー源にも課題がある。新たな技術体系に

基づく、安全・安心、環境、エネルギー安全保障、経済性を満たす望まし

いエネルギーミックスの実現に向けて、どのような時間軸で、どのように

エネルギー構成を変化させていくべきか。安全・安心の確保を大前提とし

つつ、国民生活や産業活動の安定、エネルギー安全保障の確保、温暖化対

策への貢献などの視点も踏まえ、複数のシナリオを提示する。 
 

 


